
ライブラリー・アテンダントを募集します！ 
 

      図書館では平成26年度のライブラリー・アテンダント（以下LA）を募集します。 
 
 ◆◇◆ライブラリー・アテンダントとは？ ◆◇◆ 
  図書館の利用促進に取り組んでいる学生ボランティアです。 
 図書館内で利用案内、図書の企画展示、グッズ作成など様々な 
 活動をしています。 
 
 ◆◇◆  募   集   要   項  ◆◇◆ 
 ・募集人数／15名程度 
 ・応募資格／岩手県立大学に在籍する学生 
 ・応募方法／応募書類をメール送付、または、メディアセン 
       ターカウンターへお持ちください。応募書類は 
       メディアセンターHPからダウンロード、または 
       館内で配布しています。 
 ・応募期間／平成26年4月30日（水）まで 
 ・説明会 ／平成26年4月16日（水）、23日（水） 
       各日12：10～12：50 
   

   気になる方は、ぜひ説明会にお越しください(✿◕‿◕)ﾉ☆  

 

【平野昭彦先生（看護学部） 紹介図書】 
 

  『考えるとはどういうことか』   

           外山滋比古 著  
          
 私が大学に入学した1年生の夏休み明けのことである。先生からクラスに、 
前期をどうのように過ごしたかという質問があった。ある友人は、偏った見 
方をする人間になりたくないのでいろいろな本を読んだ。授業も卒業必要単 
位以上のさまざまな科目を履修していると答えた。私はそれを聞いて、すご 
いなあと感心していた。ところが、先生のコメントは、「馬鹿ねえ」という 
意外なものであった。えっ、どうして？ 先生は続けて、そのような読書の 
仕方ではたくさん本を読まなければならなくなる。その本の内容の一般性・ 
共通性と特殊性を整理して読んだ方がいい、という意味のことをお話しにな 
った。 
 さて、私がご紹介するのは、「思考の整理学」で有名な著者です。知ることと、ものを考えることは
まったく違う。それどころか、両者は仲が悪いと考えられる、と述べています。というのは、小さい頃 
は、知識は少ないが、自由な発想、独創的な発想ができている。ところが、大きくなると、知識は豊か 
になったはずなのに、思考は窮屈になり、凡庸な発想しか出てこないというのです。なるほどと思い読 
み進みます。 
 これまでの学校教育では知識を身につけることを中心に行われてきました。ではどうしたらよいのか。
英文学者、言語学者としての視点が随所に出ています。 
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編集・発行 
 

4. Library  Navi   ～ 図書館活用術 ～ 

 図書館の蔵書検索システムOPACは、資料を検索するだけではなく、「マイライブラリ」という便利な機能が
あります。操作方法の詳細は、メディアセンターホームページで紹介しています。 
         http://www.iwate-pu.ac.jp/information/mediacenter/opacmanual.html 
※「マイライブラリ」は学内者限定サービスです。 

◆◇◆ 活用しましょう！： マイライブラリ 編 ◆◇◆            

☆「必要な資料が 
     本学に無い」 
 
 当館で所蔵していない資
料は、所蔵する他大学図書
館などから、文献のコピー
（複写物）や資料を取寄せ
ること（貸借）ができます。
※学生・院生の場合は取寄 
 せにかかる費用は自己負 
 担です。 

読書会の様子です♪ 
★ＬＡおすすめ情報★ 

 

 社会福祉学部・LA案内班の鈴木です。今回は私のおすすめ図書を紹介します。 
 
 
 
 礼儀正しい熊とハイキングに出かける話、野原で死んだ叔父の幽霊としんみ
りと会話する話など、不思議で穏やかな日常を描いた話を９つ集めた短編集で
す。 
 作中では、現実ではありえないような不思議な生き物や出来事が、あくまで
日常の一部として淡々とした文章で語られます。 
 ドラマチックな要素は薄くスリルには欠けますが、落ち着いてリラックスし
て読めるところが魅力です。短編集なので長編よりも気軽に読めます。 
 
   新学期、忙しい合間の休憩のひとときに 
                  おすすめの一冊です！ 

 総合政策学部・LA案内班の一井です。 
今回は1月に開催した第3回読書会についての報告です。 
 

テーマは 「映画・ドラマの原作本を読もう」 
 
「アルジャーノンに花束を」、「阪急電車」、「アリアドネの弾丸」など 
など、当日参加含めて計8作品ほどが紹介されました。お昼の１時間とい 
う限られた時間でしたが、前回同様、オススメの作品を和気あいあいと語 
らうことができ、充実した会となりました♪ 
 さて、2月に開催した最終ミーティングをもって平成25年度のLAの活動 
は終了しました。来年度LAの活動にもご注目ください♪ 
それでは、1年間ありがとうございました！ 

借りている図書 
の確認 

☆「資料の検索結果を 
      保存したい」 
 
 
 様々なキーワードで調べ
た検索結果を保存・管理す
ることができます。 
 テーマ別にフォルダを作
成することもできます。 

予約と 
貸出期間の延長 

相互利用サービス マイフォルダ 

RESERVE! 

☆「読みたい本が貸出中」 
☆「返却期限までに 
       読めない」 
 
 貸出中の図書は、予約を
かけることができます。 
 返却期限内であれば、1
冊につき、1回のみ期限を
延長することができます。
※他の利用者が予約をして
いる場合は延長できません。 

 
 借りている図書のタイト
ルや、返却期限を確認でき
ます。また、過去に自分が
借りた本の履歴を確認でき
ます。 

タイトル 「神様」 ／ 著者：川上弘美 （4F開架／請求記号913.6:カ） 

☆「今、何冊借りている？」 
☆「前に借りた本の 
      タイトルは？」 
 


